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相対件場q)理論でCallanと SyIもar)zik〔1〕によって導出された/Callar)-Syrna-

nzik方程式を非相対場即ち,Euclid空間の多体系の場で,特に,臨界環象の統計力

学を扱うのに便利なCallanTSymanzik方程式とくりこみ群の式を導いて,臨界点近

傍の漸近的振舞を調べた｡

先ず第 1の問題として,長距離棉互作用 (1/γd+0,d;欣 元,o>0) をもつ系に

対するCallan-Symanzik方程式 とくりこみ群の式の導出 し2〕,又,manyfields

'とmanycouplingcpnstantsをもつ系のCallar)-Sym ar)zik方程式とその漸近的

振舞を導出した｡ 時間の関係で前者は省略し,後者について報告した し3〕 ｡

第 2の問題としては,既に報告ずみの2次相転移 (長距離稗互作用をもつ系)及び3

重臨界相転移 (短或は長距離相互作用の系)､について省略し, 2次相転移の系で,短距

離相互作用をもつ場合の crqSSOVerindexP(upto83汀 4〕と結晶異方性 (短或は
長距離相互作用の系).をもつ場合の臨界指数友びその導出について報告した し5〕.Il6〕｡ ー
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